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1 はじめに 
近年, 蛍光体を用いた生体イメージングが注

目されており, これまで近赤外領域(1157 nm)で
発光する Ca10(PO4)6(OH)2:Mn5+ (HAp:Ma5+)ナノ
蛍光体について報告してきた [1]. しかし, 生体
イメージングに用いるには蛍光強度が低く, 実
用のためにはより多く Mn5+を付活する必要があ
る.  
今回, 液相反応法により作製した HAp:Mn5+を

アニールし, その蛍光特性について報告する.  

2 実験方法 
これまでに報告した液相反応法で, HAp:Mn5+

ナノ蛍光体を作製した . この作製した試料を
600 ℃, 1200 ℃でそれぞれ4hアニールを行った.  

3 結果・考察 
Figure 1に作製した試料の X線回折(XRD)パタ
ーンを示す. これより, 目的相の生成が確認でき
る. アニール温度 1200 ℃の試料は, 2つの試料に
比べて半値幅が減少し , シェラーの式から液相
HAp, 600 ℃アニール, 1200 ℃アニールの試料の
結晶子サイズがそれぞれ 14 nm, 17 nm, 54 nmで
あった. このことから, アニールすることで粒子
が成長していると判断できる.  

Figure 2に作製した試料の拡散反射スペクトル
を示す. 600～700 nmに Mn5+特有のブロードな吸
収(3A2→3T1, 1A1)が確認される. Figure 3に作製し
た試料を示す. 600 ℃でアニールを行うことで, 
粉体色が青色となっている. 更に高温でアニール
すると試料はより濃い青色となる. Mn5+の増加に
伴い粉体色がより濃い青色となることが報告さ
れている[2]．従ってアニールによって Mn5+がよ
り多く付活されていることが示唆される.  

以上の結果から, アニールを行うことで再結晶
化が生じ,それに伴って異なる価数で存在してい
た Mnが Mn5+として母体内取り込まれ，粉体色が
濃い青色を示したと考えられる.  

4 まとめ  
アニールすることで, Mn5+特有の吸収がより強
く表れた. 吸収量が大きく増加していることから, 

発光特性の大きな変化が期待される. 当日は, ア
ニール後の試料の発光スペクトルなどの特性を
発表する.  
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 Fig 1. 作製した試料の XRDパターン 

Fig 2. 作製した試料の拡散反射スペクトル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig 3. 作製した試料の粉体色 
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